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「みんなでラジオ体操プロジェクト」を実施 

 

東京都は、東京 2020大会の開催期間である 7月 24日～9月 6日を重点期間と位置づけ、①

都民・国民の健康増進、②道路や鉄道など円滑な輸送のための理解と協力、③東京 2020大会

への気運醸成を目的として、誰もが知っているラジオ体操を活用した「みんなでラジオ体操

プロジェクト」を引き続き実施しています。 

プロジェクトの参画を促す知事のビデオメッセージやラジオ体操音源などの普及用 DVDの

配布やラジオ体操カードを活用し、重点期間の意識づけを行うとともに、プロジェクトが全

国に広がるようラジオ体操動画を簡単に投稿できる専用投稿サイトを設置し、動画を募集し

ました。投稿された動画は、東京都公式動画チャンネル「東京動画」で発信するほか、優秀

作品は、今後表彰を行う予定です。 

また、重点期間中には庁舎内にて平日毎日 14時 55分からラジオ体操（第一）を放送し、

職員にもラジオ体操に参加してもらいました。体を動かすと業務効率がアップするという声

や、重点期間終了後には、ラジオ体操終了を残念がる声も聞かれました。 

さらに、パラリンピック開会式２年前にあたる８月 25日には、東久留米市内のラジオ体操

会主催の「集まれ～！多胡先生と一緒に 1,000人でラジオ体操しよう!!」が実施され、小池

都知事も出席し、参加者と共にラジオ体操を行い「みんなでラジオ体操プロジェクト」を PR

しました。 

 

 

 

 

（お問い合わせ） 

 オリンピック・パラリンピック準備局スポーツ推進部 電話 03-5320-7727 

 

 

来賓小池知事挨拶 東久留米市内のラジオ体操会主催イベント 

庁内でのラジオ体操 


